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「信頼できる（ディペンダブル）」とは使う側が期待する

振る舞いを示すことです。ソフトウェアは稼動環境や利

用者を含むオープンなシステムの一部になるため、何

をどこまで期待できるかは難しい問題です。さらに、そ

れをどのように表現し確認するかが課題です。形式手

法と呼ばれる技術をどのように使えば効果的であるか

をあきらかにします。

形式手法は数理論理学の基礎的な裏付けがある言

語を用いるため難しいと云われます。実際は、ロジッ

クの知識は初歩で十分で、問題を整理する「モデリン

グ」が難しさの根源です。対象の問題を吟味し、ちょっ

とした工夫を加えることで、形式手法がソフトウェア工

学の道具として役立つことを具体例で示します。
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フィーチャ指向ドメイン分析 (Kang et al, 1990)
－ ソフトウェアプロダクトライン工学 (SPLE) の代表的な手法

－ フィーチャダイアグラム (FD) を用いた共通フィーチャと

可変フィーチャの分析技法

－ ＦＤ ⇒ プロダクトファミリの表現が可能

（可変フィーチャの組み合わせ）
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[ 論文の例を抜粋、一部修正 ] K.Lee, K.Kang, and J.Lee :
Concepts and Guidelines of Feature Modeling for Product Line Software Engineering,
Proc. ICSR2002, pages 62—77 (2002).

フィーチャー・ダイアグラム

命題論理式の集まり

Alloy記述

Alloy自動解析

生成モデル M

abstract sig Feature {
up : set Feature, selct : Selected

}
fact { no f : Feature | f in f.^up }

one sig A0 extends Feature {}{ no up }
one sig B1 extends Feature {}

fact {
(A0.selct = Yes) => ( … ) else ( …)
…

}

run { A0.selct = Yes }
m ∈
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Alloy を利用する自動検査の方法

－プリミティブ関係を命題論理で表現するとＦＤは論理式の集まり

－「検査」は論理式中の命題変数の真偽値を求めること

与えられたＦＤの整合性と妥当性を自動検査

G

ＦＤを作成するモデリングの
ガイドライン

九工大大学院（修士課程）での

実習経験から整理

内容


